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阪神・淡路大震災の身体的側面への影響

市民健康診査の結果からの検討
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目的　平成7年1月に起こった阪神・淡路大震災が被災者の身体的側面に及ぼした影響および，

震災後の仮設住宅居住者の身体的健康状況を検討することを目的とした。

方法　地震の被災地の一つである兵庫県伊丹市の成人を対象とし，2つの方法で市民健康診査の

検査データを分析した。1)159人の健診データを用いて，震災前，震災直後，震災一年後の

身体状況の動向をみた。2)109人の仮設住宅居住者と，年齢，性，受診時期をマッチさせた

仮設住宅非居住者の健診データを比較して，仮設住宅居住者の身体状況を検討した。

結果　被害の大きかった地域に居住していた市民において，震災直後のトリグリセライドの上昇，

1年後下降傾向がみられた。仮設住宅居住者には，一般住宅居住者より食事が不規則，喫煙

習慣を持つという生活習慣のよくないものが有意に多く存在し，一般住宅居住者よりHDL

コレステロールが有意に低く，トリグリセライドが有意に高かった。

結論　震災は，被災地住民の身体的健康にさまざまなネガティブな影響を及ぼした。また震災後

の仮設住宅居住者の身体的健康状態は，一般住宅居住者に比べより悪い健康状況であったこ

とが明らかになった。ゆえに被災地住民や仮設住宅居住者に対しての，より積極的な健康管

理の必要性が示唆された。
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